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黒木教育長 　それでは定刻になりましたので、ただいまから第１２回教育委員会定例会を

開会します。本日の傍聴者はありません。 

　会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名人は、私と片

山教育委員を指名させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

教育委員 　異議なし。　 

黒木教育長 　それでは、「３ 行事報告等」に入ります。（１）教育長報告ですが、記載のと

おりです。このうち１２月１８日に実施しました、第５回の定例校長会について

私から説明をします。 

　令和７年１２月１８日校長会資料をご覧ください。　教育委員会主催の今年

の校長会の進め方は、まず４月の校長会にて、教育長、教育委員会の定め

る方針について説明しました。次に６月の校長会において、「未来の学校づ

くりに向けた取組」として、先進的な実践を行っている宮崎小学校と宮崎中

学校がその事例を発表しました。これは、両校の実践を市内全域の校長に

共有し、取組を広げていくことを目的としています。それから７月の校長会で

は、地域人材の活用について大宮小学校と宮崎港小学校に発表してもらっ

た後、校長先生方でグループ協議をしてもらいました。その後、７月から１０

月にかけては、文部科学省の武藤課長や神野CIOを講師として招き、学校

づくりに関する講話を実施しました。その後、１０月には、私から上半期の総

括と下半期に向けた取組について説明しました。続いて、宮崎西中学校が

実践発表を行い、「チームで取り組む学校のあり方」について報告しました。

そして今月１２月にいよいよ学校は次年度の教育課程、教育プログラムの策

定に入るので、教育課程編成についてどういう考え方でやっていくのかを私

から説明しました。さらに、保護者負担軽減の取組事項なども含めて説明し

ました。 

　本日はその中で次年度の教育課程編成について説明します。 

　資料の５ページが、次年度の各学校の教育課程編成の方向性を示してい

るものです。 

　子どもの発達段階に応じて、授業だけでなく学校生活全般を通して、自分

で決めたり選んだりする機会を設定してほしいというのが１点目です。 

　２点目が、学力の多様性に対応し、すべての子どもたちが確実に学習を成

立させるための工夫の必要性です。キーワードは「教師の教えやすさ」から

「子どもの学びやすさ」への転換です。 

　３点目として、学校における目標が多岐にわたるため、重点目標などを厳

選し、形式的ではなく真に意味のある教育活動となるよう、常に見直しを図っ

てほしいと要請しました。 

　学校によっては、すでにこの３つの方向性を踏まえて教育課程の編成をし

てるところがありますが、より具体的にこの方向性が、教育活動に表れてくる

ようにということで話をしました。 

　「未来の学校づくりに向けた検討会」には、校長や教務主任など、教育課

程編成の責任者が参加していました。一部の中学校では、発表内容を受け



3 

てすぐに、生徒の自習スペース確保に向けた具体的な工夫や取組を始めて

いるようです。各学校が、提言を非常に真剣に受け止めてくれていることが

分かります。この動きをさらに教育課程編成の方向性に反映させていければ

と考えています。 

　私からは以上です。 

　次に（２）教育委員報告はありません。 

　続いて、（３）教育局長報告「令和７年第６回宮崎市議会定例会」について

は、後ほど議事の報告において報告をお願いします。 

　次に、（４）各課行事報告はこちらに記載のとおりです。 

　これまでの行事報告で何かお気づきになった点、感想等があればお願い

します。 

小林教育委員 　校長会資料を拝見し、年末を迎え学校の総まとめの時期に入っていること

を改めて認識しました。この１年間、「自ら選択し決定する学び」が一貫して

発信され続けていることを実感しています。今年度は８校の学校支援訪問に

参加するなど、多くの学校を回らせていただきました。授業の様子から、どの

学校にも「とにかくやってみよう」という風土が根付いていることがうかがえま

す。低学年での選択や決定は難しいだろうと考えていましたが、実際に見て

みると、先生方が様々な工夫を凝らして積極的に挑戦されている様子が確

認できました。話を聞いたところ、学校教育課の指導主事の方々や教育情報

研修センター関係者が、事前に学校を訪問し、綿密な打ち合わせを行った

上で、学校を後押しするような助言をしていると伺いました。こちらからもそう

したメッセージを発信し、継続的に働きかけることで、学校側もそれに感化さ

れ、応えようとしているのが強く感じられます。 

　教育観の転換が求められる中、改めて校長会で確認する機会を設けられ

たことは意義深く、先生方の意欲を感じながら拝見しました。 

片山教育委員 　教育長がお話しされた令和８年度の教育課程編成の方向性について、子

ども基本法により、子どもの意見表明権がかなり重要視されていると感じま

す。福祉分野では、児童相談所などで、子どもたちの意見や、自分たちがど

うしたいのかという意思を聞き取る「子どもアドボカシー」の取組が既に始まっ

ています。 

　私も児童相談所へ伺うことがあり、そこで感じるのは、自分の意見を言って

良いのか、どうしたいのかを表現できない子ども達が多いという事です。しか

し、教育の場において「自ら設定すること」「自分で決めること」「自分の意見

が反映されること」を学ぶことで、何かの事情で保護されるような事態になっ

たとしても、「自分の意見を言っていいんだ」という訓練や学びが、福祉と教

育が連携することで提供できると感じています。 

　こうした点と点がつながる取組が同時に進行していることは、大変意義深い

です。 

　今後の変化に期待しています。 
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松尾代表教育委員 　校長会に出席し、教育長から教育委員会の考え方や方針が説明されまし

た。特に今年は、「多様性への対応」「スリム化・重点化」「学校風土改革」と

いう３つの柱が、繰り返し強調されています。 

　教育改革や新しい教育手法が導入されても、実際に教室に浸透するまで

には長い時間がかかるというのが、数十年の経験から得た実感です。今よう

やく、この「３つの柱」を基に「まずは一歩前へ進もう」という意識が生まれてき

ました。しかし、意識が変わるだけでは不十分です。行動に結びついて初め

て、真の変化が起こります。この１年は特に意識改革が一歩前進したと感じ

ています。　今後は、学校間や教職員間での認識のずれを埋めることが課題

だと考えます。 

　この「３つの柱」を大切にし、シンプルに具体化していくことで、少しずつ結

果が出てきていると実感しています。 

黒木教育長 　それでは、「４ 議事」に入ります。 

　本日議案はありませんが報告が４件です。 

　まず報告第３７号「令和７年第６回宮崎市議会定例会（１２月）について」事

務局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　１２月市議会定例会は、１２月１日から１７日まで開催されました。 

　まず一般質問ですが、教育委員会に対し１６名の議員から１０４問の質問を

いただきました。主な質問内容は、「部活動の地域展開について」、「今後の

学校のあり方について」、「教育行政について」など様々な質問をいただきま

した。 

　次に、議案の質疑です。 

　議案第１５６号「令和７年度宮崎市会計補正予算案（第４号案）市立図書館

施設環境整備事業」について質疑があり、答弁をしています。 

　次に「提出議案」をご覧ください。 

　議案第１５６号　「令和７年度宮崎市一般会計補正予算（第４号）案」及び議

案第１６９号　「宮崎市きよたけ児童クラブ施設の指定管理者の指定につい

て」の議決事項の一部変更についての２件を提出しており、原案のとおり可

決されました。 

　次に「提出報告」については、専決処分の１件でした。こちらは学校用務員

の運転する軽自動車と相手方の軽自動車が衝突をして相互の車両破損が

生じたことに係る和解及び損害賠償の額を定める専決処分について報告を

行ったものです。 

　最後に議案の可決にあたり、文教民生委員会委員長報告の中で意見要望

がありましたのでご報告します。意見がありましたのは、学校施設課所管の学

校施設包括管理事業委託事業と企画総務課所管の小・中学校管理運営費

についてです。物価高騰と人件費増加に伴い、学校施設の保守点検・修繕

業務の委託料を増額します。また、猛暑による小中学校の空調設備使用増

を受け、不足する光熱水費の所要額も増額します。学校施設包括管理業務

委託事業については、保守点検業務の契約実績額が、昨年度と比較して概
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ね９％上昇していること、それから小中学校管理運営費については、光熱水

費のうち水道料金が、本年４月の上下水道料金の増額改訂に加え、配管等

の老朽化による漏水に起因する使用量の増加が影響したことによる増額の

要求でした。 

　議会からはこれらの事業の審査の過程において、説明と資料の不足により

追加で資料を要求しなければ予算の積載根拠がわかりにくかったことから当

初から十分な議案審査が行われるよう丁寧な説明積算根拠の明確化に努め

られたいという意見をいただきました。 

　１２月定例会の報告は以上です。 

黒木教育長 　ただいま説明がありました第３７号の報告について何か質問等ありません

か。 

　ないようでしたら、議事の進行上報告第３８号「令和７年度（臨時）第６回宮

崎市いじめ防止対策委員会について」並びに報告第３９号「教職員の事案

について」は後ほど説明をお願いします。 

　先に、報告第４０号「臨時代理について」事務局から説明をお願いします。 

生涯学習課長補佐 　報告第４０号「臨時代理について」説明をします。 

　本来であれば、議会に議案を成立する際は議会に諮る前に教育委員会に

て承認を得なければならないものですが、急を要することから宮崎市教育委

員会事務委員規則第４条に基づき議会に提案をし、１２月宮崎市議会定例

会にて可決されたものになります。 

　今回市議会に提出した議案の中で議案第１６９号「宮崎市きよたけ児童クラ

ブ施設の指定管理者の指定について」の議決事項の一部変更について説

明します。宮崎市きよたけ児童クラブについて、引き続き安全・安心な居場

所を確保するとともに関係条例の改正に向けて、今後の管理運営のあり方を

検討するために、来年度令和８年度の１年間に限り、指定管理期間を延長

するものです。 

　当初、「ふれあいの里」として、養護老人ホーム清流園、きよたけ幼稚園、

そして今回のきよたけ児童クラブを含む一般的な施設管理を目的とした指定

管理制度が導入されました。しかし、養護老人ホーム清流園は民間に譲渡さ

れ、きよたけ幼稚園は閉園となり、指定管理制度の前提が崩れている現状に

あり、また、本市の児童クラブ全体でみると、現在指定管理を行っているの

は、このきよたけ児童クラブの２教室のみであり、他の児童クラブはすべて業

務委託方式で運営されています。このため、事務が繁雑になっているという

点についても問題視をしています。こうした課題を解決し、より効率的かつ安

定的な運営を目指すために、現行の指定管理者であるシダックス大新東

ヒューマンサービス株式会社九州・沖縄支店との協定を１年間延長することと

しました。 

黒木教育長 　ただいま説明がありました報告第４０号について質問等ありませんか。 

　ないようでしたら、「５ その他」に入ります。 
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　（１）「令和８年度学びの多様化学校入学願書受付状況等について」事務

局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　令和８年度入学者向けのひなた中学校昼間部学びの多様化学校の学校

説明会、学校体験会の実施、それから入学願書の提出状況についてご報告

をします。 

　学校説明会は本年度の１０月１０日が午後、１１日が午前と午後で２日間に

わたり合計３回実施し、５０組、合計１０６名の方に参加いただきました。 

　内訳としては児童が３２名、保護者が７０名、兄弟等のその他関係者が４名

です。初日の１０日が２０組、それから１１日の午前・午後にそれぞれ１５組ず

つ参加いただきました。 

　次に学校体験会について報告します。 

　こちらは１０月２８日から３１日までの４日間にわたり実施し、合計３１名の児

童が参加しました。２８日の１６名が最も多く、その後は２９日が６名、３０日が４

名、３１日が７名で、２日間参加した児童もいました。これは複数日参加が可

能となっていたためです。 

　続いて、入学願書の提出状況についてです。１１月２８日に締め切らせて

いただきましたが、提出人数は２４名となっています。このうち１８名が学校体

験会に参加した児童であり、体験会が入学意思の形成に一定の効果があっ

たと考えています。 

　現在の状況ですが、先週２４名の児童及び保護者への個人面談を終えま

した。令和８年１月末に決定通知を行う予定ですが、今後の選考過程につき

ましても、公平かつ適正に実施してまいります。 

松尾代表教育委員 　最終的に願書を提出されたのは２４名で、その内訳は、体験会参加者が１

８名、学校説明会に来られていた方が６名ということでしょうか。 

小八重主任主事 　６名については、後日、個別の説明を希望され別途対応しました。６名のう

ち５名については、個別説明後に学校見学も行っています。 

松尾代表教育委員 　この６名は、体験会に参加していない子ども達ということでしょうか。 

小八重主任主事 　６名のうち５名については、別日に実施した学校見学に参加された方で

す。残り１名については、学校説明会のみに参加された方です。 

松尾代表教育委員 　市内在住の方が願書を出されているのですか。 

企画総務課長補佐 　はい、宮崎市在住の生徒又は宮崎市内に転入予定の生徒が願書の提出

が可能です。 

黒木教育長 　昨年度と大きく異なる点は、今年はすでに学校が始まっているため、体験

会を実施していることです。この体験会を通じて、児童の適性をある程度把

握する機会にもなっていると考えます。学校説明会には３２名、体験会には３

１名の子どもが参加しましたが、最終的な願書提出者は２４名でした。願書提
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出に至らなかった方々もいらっしゃいます。 

　担当課には、説明会に参加しながらも願書提出に至らなかった理由や、学

校見学で感じたことなどを、可能な範囲で把握するように指示を出していま

す。この情報から、学校改善につながるヒントを得られる可能性があると考え

ています。 

　ほかに質問がないようでしたら（２）令和８年度宮崎市教育委員会学校暦に

ついて事務局から説明をお願いします。 

学校教育課長 　次年度は小学校の入学式を令和８年４月１０日の金曜日、中学校の入学式

を４月９日の木曜日に実施予定です。 

　また、卒業式に関しては中学校は３月１６日木曜日、小学校は３月２４日水

曜日に実施予定です。 

黒木教育長 　今年度と比べて、何か大きな変更点はありますか。 

学校教育課長 　入学式と卒業式の日程は、わずかにずれています。これらの日程は、毎

年、校長会などから意見を聴取した上で決定しています。特に入学式につ

いては、高等学校の入学式の日程と重ならないように配慮して設定していま

す。ちなみに、来年度の高等学校の入学式は４月１０日が多いと聞いており

ますので、本市の中学校の入学式は４月９日に設定しました。 

黒木教育長  　ほかに質問がないようでしたら、（３）黒北発電所関係イベント、（４）蓮ヶ池

の横穴群の関係イベントについて事務局から説明をお願いします。 

文化財課課長補佐 　１２月に実施しました２件の歴史系のイベントについてご報告します。まず、

黒北発電所公開イベントについてです。 

　本事業は今年度の重点策定にも挙げています。「近現代史から学ぶ宮崎

市のあゆみ授業」の第１弾として実施しました。イベント当日は発電所内部の

特別公開を始め、手回し発電機による体験ブースや映像鑑賞、更には文化

財課職員による歴史解説などを行いました。会場には小学生からご年配の

方々まで幅広い世代にわたり、３００名を超える市民の皆様にご来場いただ

き、当初の予想を上回る盛況でした。参加された皆様においては、普段目に

することのできない貴重な近代産業遺産を間近に見学することで宮崎の近

代文化を支えたインフラの歴史を存分に堪能し、郷土のあゆみを再認識して

いただけたと考えています。 

　続きまして、国指定史跡で日本遺産でもある蓮ヶ池横穴群に関するイベン

トについて報告します。 

　住吉南小学校で毎年開催されている日曜参観のイベント「みなみっこフェ

スタ」に、１２月７日、文化財課の取組として柳澤一男氏の講演会を連携型と

して実施しました。柳澤一男宮崎大学名誉教授による「蓮ヶ池横穴群のここ

がスゴイ！！」の講演や六年生が企画した「蓮ヶ池ミステリーラリー」に加え、

ほぼ１４００年前の姿がそのまま残る１５号横穴の特別説明付き公開など様々

な取組を行い、横穴の姿、学びを満喫していただいたと考えています。蓮ヶ
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池横穴群は全国１０４ある日本遺産の中でもほぼ例のない小学校との連携を

行っている文化遺産です。今後もその点をストロングポイントと考え学校や地

域との連携をさらに図りながら活動に励んでいきたいと考えています。 

小林教育委員 　黒北発電所のリーフレットは、非常にインパクトがあり、目を引きます。どの

ように作成されたのでしょうか。 

文化財課課長補佐 　職員が作成しました。現地では、特に小学校の保護者の方々から、「このチ

ラシを見て来ました」という声を多数いただきました。 

高峰教育委員 　黒北発電所で１２月２０日に実施された建屋内部の特別公開イベントにつ

いて、参加された３００名の方への告知は、どのような方法で行われたので

しょうか。 

文化財課課長補佐 　市のホームページを中心とし、LINEや市の各種媒体、学校からのチラシ配

布などを通じて、他のイベントと同様に、できるだけ多くの方への周知に努め

ました。 

高峰教育委員 　やはり、LINEの反応が大きいということでしょうか。 

文化財課長補佐 　文化財関連のイベントについて、以前は参加者が５０人から１００人程度

で、世代的にも高齢の方が中心でした。しかし、LINEなどを活用し始めた結

果、具体的な分析はこれからですが、子育て世代や現役世代を含む幅広い

層にまで参加が広がり、効果は大きいと考えています。今後、さらに具体的

な分析を進めていきたいと考えています。 

黒木教育長 　当日は駐車場も満車になるほど盛況でした。この種のイベントは、高峰教

育委員の指摘どおり、いかに認知度を高めるかが非常に重要です。自分た

ちの満足に留まらず、市民に広く貢献することが、まず第一段階として非常

に大切です。広報チラシが効果を発揮したと考えられます。 

　それでは、「６ 次回教育委員会」についてと「７ 行事予定」について一括し

て事務局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　「６　次回教育委員会」ですが、令和８年１月１９日（月）を予定しています。

時間は１３時４０分から１５時までです。 

　それから、「７　行事予定」です。１２月２４日から来年２月１０日までのスケ

ジュールで、主なものを申し上げます。１月１６日です。中核市教育長会第２

回総会・研修会が東京で開かれます。教育長が出席します。１月２０日、県

統合型校務支援システム共同調達運営協議会総会が県庁で行われます。

教育長が出席します。１月２３日は第６１回宮崎県公立小中学校事務研究大

会がサンA川南文化ホールで行われ、松尾代表教育委員に出席いただく予

定です。１月２９日と３０日にかけて、九州都市教育長協議会第２回理事会が

あります。長崎市で開催され、教育長が出席します。それから２月１０日につ
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いては２月の教育委員会定例会が予定されています。主な行事予定は以上

です。 

黒木教育長 　行事予定等について何か質問等はありませんか。 

　ないようでしたら報告第３８号及び第３９号については、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第１４条第７項により非公開としたいと思いますが

よろしいでしょうか。 

教育委員  　異議なし。  

黒木教育長 　それでは、これより非公開とします。 

黒木教育長 　それでは、ここで非公開を解除します。 

　以上をもちまして、令和７年第１２回教育委員会定例会を終了します。 


